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比較民俗学の条件
竹田旦※
柳田國男に「比較民俗学の問題」という一文がある。なぜか公表されないまま草稿として残さ
れ，『定本柳田國男集』第30巻（1964年）に収録された。内容的には『朝鮮民俗』第3号（1940年）
に掲載された「学問と民族結合」とほぼ同じで，執筆も同じころと推定される。あるいは同一の
目的のために書かれはしたが，何らかの不満でも残り，そのまま筐底に秘されてしまったのかも
しれない。しかし，こちらのほうがはるかに長文で，彼の「比較民俗学」に対する趣意がいっそ
う明確にうかがわれ，その意味でも貴重な論文といえる。
　柳田は，この論文の申で民俗学（Vo1kskunde）と民族学（V61ker㎞nde）の違いに触れつつ，
比較研究のありかたを次のように述べている。「あちら（筆者注，民族学）では大体に人の生活
は互ひに近いものとして，何か甚だしく異なって居る点があると，それに注意し又其わけを尋ね
究めようとして来たやうである。我々の方（筆者注，民俗学）は近い三百年五百年の間の，隔絶
孤立の発達を考へる故に，始めから似て居る筈が無いと思ひ，たまたま争へない一致が見付かる
と，非常に驚嘆して不審を晴らさずには居られぬのである。」人の生活，つまり文化について，
類似の中に差異を求めるのか，差異の中に類似を探すのかによって，二つの学問が分かれるとい
うのである。念のために，ここの民俗学は「比較民俗学」を指していることを申し添えておこう。
　さらに柳田は，「比較民俗学の前途は逢かである。我々は是を人類自省の究寛地とすらも考へて，
その成熟の日を待ち焦がれて居る」と「比較民俗学」から「世界民俗学」に至ることを「夢想」
（筆者注，柳田の言）しながらも，「たぐその基礎工事はどこまでも念入りで，折角積み上げて
から又崩れるようなものでないやうに，第一歩からしっかりと踏み出さなければならぬ」と，ま
ず「一国民俗学」の確立が緊要なことを説いた。そのため彼は，日本民俗学では自ら提唱した民
俗語彙編纂の完成を目指し，比較民俗学に対しては検索に便利なものが双方で備えられ，どちら
からも利用しうるようにと希望を表明したのであった（前掲「学問と民族縞合」）。
　第二次大戦後，人文・社会両科学の勃興とともに，民族学（文化人類学）の側から柳田に提携
が申し入れられたのに，彼はまず日本民俗学の確立を目指して動かず，門弟たちにも海外に眼を
向けることを奨めなかった。そのためにか，民俗学界で国際的な比較が認識され，本格的な海外
調査が始められたのは，ようやく彼の没後のことであった。それからまだ30年も経っていないの
に，今や時代は大きく変わり，世界各国との学際的研究はきわめて盛んになっている。民俗学界
でも比較民俗学を志す者は年々増える一方である。専門の研究会も結成され，機関誌も発行され
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ている。とくに日本・中国・韓国の東アジア3か国では，各国とも比較に熱意が感じられる。た
だし，その研究は着手されたばかりで，まだ未熟であり，比較民俗学の方法も確立されていない。
　この時にあたり，柳田の前言を再検討してみることも意味があろう。すなわち第一に指摘した
いのは，彼が述べたように比較民俗学は「差異の中に類似を探す」ことに基本が存するのはもち
ろんだが，民族学の管掌として排された「類似の中に差異を求める」方法も捨ててはならないと
いうことである。第二には，検索の便として提案された民俗語彙は，今や日本民俗学界ですら反
省の声が聞かれ，とても国際的に通用するはずはなく，語彙に代わる民俗索引を考案する要があ
るということである。ともかく，比較民俗学の進展のためには，共同研究の第一歩として，研究
者一同が協力して新しい方法を開発し，実地に適用しえるように努力しなければなるまい。’
　ただ，東アジア3か国については，他よりも比較民俗学の条件に恵まれていることも明白であ
る。たとえば日本と韓国とは，同じく漢字文化圏に属するとともに仏教・儒教などの宗教的環境
を共通にしている。そこで，日韓両国の民間信仰を対比するのに，研究者が仏教・儒教に対する
基礎知識を有しているか否かによって成果は大きく左右されると思われる。沖縄諸島については，
さらに道教を追加することができ，中国ばかりか韓国の民問信仰との比較研究にも途が開かれて
いる。そして問題の立て方によっては，このような有利な条件を生かして，差異の中の類似と類
似の中の差異との双方を包括しえることはいうまでもない。このことは日中，日韓，中韓の2国
問だけでなく，日中韓3か国の比較についてもじゅうぶん適用しえるであろう。ともかく今や民
俗学界では，比べてもみないで自国の民俗を「固有な」とか「伝統的な」とかと形容する時代で
はなく，ましてやナショナリスティックな発想は試みてもいけないと覚悟しなければならない。
竹田　旦編著
『民俗学の進展と課題』
　竹田旦教授の退官を記念して「社会伝承論の
進展」「東アジアの民俗研究」「民俗学方法論の
確立」の三部構成の本書が刊行された。第2部
の内容を紹介すると，松本誠一「済州島家族論
の検討一世帯規模の東西差一」，任東権「分与
の民俗」，竹田旦「韓国の祖先壷について」，朝
倉敏夫「韓国の風水研究」，渡辺欣雄「風水・
祖先・出自一対話形式による東アジア風水論の
展望一」，山路勝彦「台湾ルカイ族の家観念」，
佐野賢治「橋の象徴性一比較民俗学的一素描」，
金泰坤「新年祭の原義」，崔吉城「波市考」，依
田千百子「朝鮮の天人たち一秩序の設定者一」，
紙谷威広「津波に沈む島の伝承一兄妹始祖神話
の比較民俗学的研究一」，菊地健策「イヌをめ
ぐる民俗」であり，他に鳥越晴之「柳田国男の
比較民俗学の論理構造」など30編の論文から成
る。『木の雁』『韓国の民俗大系』の編著など日・
韓の比較民俗研究の推進力である編者の足跡と
民俗学の現状を知る好著といえる。（佐野賢治）
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